
「京都観光・MICE振興計画2030」(仮称)

検討の方向性等

資料１



○ 現計画「京都観光振興計画2025」では、令和12(2030)年度までに京都観光が目指す姿として「持続可能な観光」を設定するとともに、
令和7(2025)年度までに取り組むべき事項を掲げ、各施策を推進してきた。

○ 次期計画は、当該目指す姿を踏まえた上で、現状やこれまでの成果、課題等を整理し、令和12(2030)年度までの５年間に集中的に取り組
むべき事項を「３つのプロジェクト」(仮称)として打ち出す構成にて検討中。

○ とりわけMICE振興については、その重要性及びコロナ禍前は別立ての戦略を策定していた経緯に鑑み、計画のタイトルを
「京都観光・MICE振興計画2030」(仮称)とする予定。

○ なお、次期計画の検討に当たっては、「新京都戦略」（令和７(2025)年3月策定）及び現在検討が進んでいる「長期ビジョン」(仮称)との
整合性を図る。

R3(2021)年度 R4(2022)年度 R5(2023)年度 R6(2024)年度 R7(2025)年度 R8(2026)年度 R9(2027)年度 R10(2028)年度 R11(2029)年度 R12(2030)年度

＜計画期間及び計画の体系＞

R12(2030)年度までに京都観光が目指す姿（京都観光振興計画2025で設定）

京都観光・MICE振興計画2030(仮称) (R8(2026)～12(2030)年度)

京都市基本構想（H13(2001)～R7(2025)年）

京都観光振興計画2025（R3(2021)～7(2025)年度）

京都市基本計画（R3(2021)年度～7(2025)年）

長期ビジョン（仮称）（R8(2026)～令和32(2050)年）

行財政改革計画（R3(2021)～）等

新京都戦略（R6(2024)年度～R9(2027)年度）

総
合
計
画

分
野
別
計
画

整合

1

大枠の方向性



区分
R7(2025)年

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月
R8(2026)年

１月 ２月 ３月

審議会（全体会議）
【公開会議】

ＷＧ
正副会長会議
【非公開会議】

各種調査

市民・関係団体等
からの意見聴取

・検討の方向性等
・計画の構成案

・ＷＧでの議論の報告
・中間案の審議

・パブコメ結果
の報告

・最終案の審議

市民生活と観光をつなぐ
プロジェクト

MICEでつどう
プロジェクト

・WGの議論の集約

暮らすように旅をつむぐ
プロジェクト

5月12日 第1回審議会

【発表済】
・R6(2024)市民意識調査
・R6(2024)事業者・従事者調査

6月頃
・R6(2024)観光統計
・MICE実態調査（先行調査結果）

７～8月頃正副会長会議

11～12月頃 (約1箇月)
パブリックコメント

○ 本日(５月１２日) の第１回審議会において今後の議論の方向性等について審議。

○ ６月、プロジェクト毎に３つのワーキンググループに分かれて各論を議論。７～８月頃の正副会長会議において議論を集約し、９月頃の
第２回審議会において次期計画の中間案を審議。１１～１２月頃にパブリックコメントを実施。
※ この間、平行して関係団体等に随時ヒアリングを行い、意見聴取を実施。

○ 令和８(2026)年１月頃の第３回審議会において次期計画の最終案を審議。３月頃の次期計画の策定・公表を目指す。

「京都観光・MICE振興計画」（仮称）策定スケジュール（予定）

次
期
計
画
策
定
・
公
表

3月頃
・MICE実態調査
・R7(2025)市民意識調査
・R7(2025)事業者・従事者調査
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6月18日 WG③

6月24日 WG②

6月4日 WG①

1月頃 第3回審議会

関係団体等に随時ヒアリング

９月頃 第2回審議会



年度 H12
(2000)

H13～17
（2001～2005）

H18～H22
（2006～2010）

H22～H26
（2010～2014）

H26～R2
（2014～2020）

R3～12
（2021～2030）

計画

重視する
考え方

各種調査

■京都市観光
振興推進計画

観光客数5000万人

■新京都市観光
振興推進計画

■未来・京都観光
振興計画2010+5

■京都観光振興計画2020

5000万人観光都市 世界が共感する観光都市 世界があこがれる観光都市

5000万人感動都市
(観光客数×感動割合)

■京都観光振興
計画2025

量の確保 質の向上

市民生活の豊かさ

S33～観光客数・宿泊客数・
観光消費額等調査実施

平
成
１
２
年

観
光
客
５
０
０
０
万
人
構
想

発
表

市民生活との調和、持続可能な観光

コ
ロ
ナ
禍

持続可能な京都観光

市民生活との調和

R3～市民意識調査開始

R3～事業者・従事者
実態調査開始 3

■京都観光・
MICE振興計画
2030（仮称）

観光消費額1兆円 外国人宿泊客300万人

■計画2020＋1（H30～）持続可能で満足度の高い
国際文化観光都市

観光消費額1.3兆円

■市民生活と観光の調和
基本指針等（R1～）

市民生活との調和を最重要視
した持続可能な観光都市

令
和
６
年

訪
日
外
客
数
過
去
最
多

更
新

目指す姿

主な目標

■京都市MICE戦略 ■京都市MICE戦略2020

世界に冠たる
国際MICE都市への飛躍

世界があこがれる
観光MICE都市への更なる飛躍

コンベンション開催件数世界順位35位

平
成
２
０
年

観
光
客
５
０
０
０
万
人

達
成

H23～観光客満足度調査を
追加（満足度，感動度等）

○ 本市では、平成12（2000）年に「観光客5,000万人構想」を発表し、平成20（2008）年に同目標を達成。
その後、量の確保から質を高める観光へと政策方針を転換。

○ 現計画「京都観光振興計画2025」では、観光客の数の目標は掲げず、令和12(2030)年度までに京都観光が目指す姿として「持続可能な観
光」を掲げ、各施策を推進している。

○ MICEについては、平成22（2010）年に全国で初めてMICE戦略を策定。現在は「京都観光振興計画2025」の柱の１つに「MICEの振興」を
掲げ、積極的なMICE誘致を進めている。

（三者の満足度に関連する指標）

（参考）観光政策の変遷
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